半期の体育授業における体組成及び一体力要素の変化について by 新野 弘美 et al.
半期の体育授業における体組成及び一体力要素の変化について
四條畷学園短期大学紀要　第 50 号　別刷
平成 29 年 12 月 25 日
新  野    弘  美
四條畷学園短期大学
On the change of body composition and flexibility in semester physical education class
Hiromi  Shinno




新 野 弘 美＊





身体活動質問票 (IPAQ) を自記式で質問した。体重および BMI は、授業前後で統計的な有意な変化を認め
なかった。授業前後の長座体前屈の変化量及び初回と 15 回目の授業時の値に有意な高値 (p ＜ 0.01) を認め







































る 19）。一方で、沢井は大学生が週 1 回の体育実技
を 12 週間定期的に実践したことにより体力、身体
組成、血液性状にも改善効果が認められたと報告












がある人の割合は 20 歳代の男性で 23.2％、女性で





















































回授業時に金属身長計 N-200K(NITTO KAGAKU 
CO.LTD.)にて測定し、体重は体組成計インナースキャ












(SAS;Speciﬁ c activity scale) と国際標準化身体活
動 質 問 票 (IPAQ;International physical activity 
quetionnaire short version, usual week 2002 年 8








(Mets.mins) × 3.5(ml/kg/min) × 0.005(kcal/ml) ×
体重 (kg) とし、質問で得られた各身体活動の強度
－ 99 －
(Mets) に時間 (min) を乗じて合計することにより、






た。統計処理は、統計解析ソフト SPSS24.0 J for 
Windows を用い、有意水準は 5％未満とした。
３. 結果
　対象者の授業の出席回数は、14.8 ± 0.4 回であっ
た。身長は 157.9 ± 4.6 cm、運動前の体重は 52.6 
± 8.0 kg、運動後は 52.5 ± 7.8 kg であった。運動
前の体重から算出した BMI は 21.2 ± 3.2、運動後
は 21.0 ± 3.1 であった。体重および BMI において
は、授業の前後で統計的な有意な変化を認めなかっ
た (table1)。
Table 1. Changes in body composition, SAS and IPAQ during the study period 
n=34
1st time 15th time 
Age (years) 18.9 ± 0.6 ― 
Height (cm) 157.9 ±4.6 ― 
Weight (kg) 52.6 ± 8.0 52.5 ± 7.8 
Body Mass Index (kg/m2) 21.2 ± 3.2 21.0 ± 3.1 
SAS(Mets) 8 or more 8 or more 
IPAQ (kcal/day) 136.4 ± 96.3 138.7 ± 93.6 
Results are expressed as means ± SD. 
SAS: Specific activity scale    
IPAQ : International physical activity questionnaire 
授業前の長座体前屈は 37.3 ± 11.7 cm、授業後は















Figure.1    Change in the Flexibility of the 1st and 15th.
＊＊p<0.01, significant difference between the 1st and 15th.
そして初回と 8 回目及び 8 回目と 15 回目の授業時
の運動前後では、それぞれ有意な高値 (p ＜ 0.01) を
認めた（table2）。
　SAS は、1 回目と 15 回目の授業時は共に 8 Mets
以上であった。IPAQ は 1 回目の授業時は 136.4 ± 
96.3 kcal/day、15 回目では 138.7 ± 93.6 kcal/day
であった。SAS および IPAQ は、1 回目と 15 回
目の授業時において統計的な有意な変化を認めな
かった (table1）。
Table 2. Changes in flexibility during the study period 
n = 34
before (cm) after (cm)
1st time 33.3±10.8 36.9 ±11.0＊＊
8th time 36.7±11.1 39.3 ±11.0＊＊＊＊
15th time 39.8±11.5 42.3 ± 11.8＊＊＊＊
Results are expressed as means ± SD. 
Asterisks show statistically significant difference( ＊＊＊ p<0.01) p<0.05, 
４. 考察


















18 歳の平均値 15）は 46.74 ± 9.77 cm、19 歳の平均
値は 48.87 ± 9.46 cm であり、全国の値に比し、低
値であった (Figure1)。しかしながら得点 4 の範囲
は 36 ～ 39 cm であり、1 回目の 37.3 ± 11.7 cm か
ら 15 回目は 39.4 ± 11.8 cm と高値を示し、得点 5
の 40 ～ 43 cm に近い数値であった。15 回目の値
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